
ひきこもり者への支援付き短期アルバイトの提供と、

企業ネットワークの構築

中間報告

特定非営利活動法人Switch×障害者支援課



１．課題①

課題１.ひきこもり者に対する効果的な就労支援が、必ずしも確立していない

「R5市民の生活状況に関する調査ーひきこもり支援の充実に向けて」

（２）ひきこもり当事者が必要としていること（複数回答・割合）より引用
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第2位 健康づくりや体調管理に取り組むこと

第３位 仕事をすること
第4位 今のままで良いとは思わないが、

具体的には分からない

第8位 就職や復職の訓練プログラムを
利用すること

第１位 自分に合った仕事を探すこと

■ひきこもり者の就労ニーズは高いものの、具体的な方法が見いだせず、
行動に移せていないことが予想される

・・・

■多様なニーズに対応できる就労支援策が少ない



２．課題②

課題２ 短期アルバイトに対する、受益者・企業の課題

短期アルバイト
高いニーズあり

・見通しの持ちやすさ
（期日や作業内容の明確性）
・応募書類の気軽さ
・自己理解促進
・適職の検討
・自信の回復

・人材不足解消

企業

課 題

・背景を伝えられない不安
・失敗への恐怖
⇒応募できない

・相談できる専門家がいない
・ひきこもり者への
雇用ノウハウがない

⇒雇用のとどまり・差し控え

受益者

受益者

企業



３．事業の目的・目標

①就労を希望するひきこもり者へ、はじめの一歩となる
ステップをつくり、その後のキャリア構築を促す

②ひきこもりに対する理解促進と、雇用の拡大により、
互いに支え合える社会をつくる

（１）事業の目的

（２）期待する成果や事業効果

① ひきこもり状態からの変化につながるきっかけ

② ひきこもり者への効果的な就労支援の検証と確立

③ 企業・市民のひきこもりへの理解促進、雇用促進



４．事業内容：ひきこもり者への短期アルバイト

『ぽっと☆バイト』の全体概要

主な対象者 仙台市在住で18歳以上のひきこもりがちな方
アルバイト実施期間 R7.6月～R8.2月
実施目標数 登録企業10社以上にて36クール実施
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５．事業内容：企業ネットワーク作り

■ 企業ネットワークの構築

① パートナー企業の勧誘

パートナー企業とは
個人・組織の両面で高いマネジメント力を有し、人材育成への意識が高い。
さらに、社会課題にも積極的に取り組むバランスの取れた先進的な企業。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

企業交流・説明会

ノウハウ共有

【ぽっと☆バイト協議会 年2回の開催予定】

第1回 9月17日(水）開催決定

② パートナー企業協議会の設立
・交流会の開催、ノウハウ共有で実施企業を増やす
・参画していない企業も参加し、企業理解促進の場を目指す



６．事業内容：企業ネットワーク作り

■パートナー企業 7社（9求人）の状況

参加者のニーズに応えるには、

より多くの企業開拓が必要。

業種・場所・作業の多様さ

⇒後半の企業開拓の課題

◆就業場所（9求人）
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1

1

1

2

4

太白区

宮城野区

青葉区

泉区

市外・自宅近郊

若林区

2

2

6

黙々作業

黙々作業＞お客様対応

黙々作業＜お客様対応

◆作業内容（9求人・重複有）

1

2

4

食品製造業

小売業

医療福祉業

◆業種（7社）



７．準備期間（4-5月）の動き

【評価】
・事業効果の測定のため、有識者会議を4月に実施し、作成
【広報】
① ホームページ構築
② プレスリリース(5/27）

報道機関 6社参加
当日から6月2週目程度までに、ニュース配信や新聞掲載

③ チラシ作成 関係機関に事業説明・配布



８．登録者の状況

■6,7月の参加者 13名（6月7名、7月6名）

◆ひきこもり期間・ひきこもり期間10年以上の方は
「手帳なし」「通院なし」
「支援機関とのかかわりもなし」の方

埋もれていたひきこもり
層が、ぽっと☆バイトを
きっかけに
外に出てきてくれた

・支援者からの紹介以外の方は
複数のきっかけをチェックして
いた

様々な情報を発信

し続ける重要性
2

2

2

4

5

10

仙台市からのメール・郵送物

ネット・SNS

チラシ

親や知人からの紹介

テレビや新聞

支援者からの紹介

1

3

5

3

1

15年以上

10-15年未満

5-10年未満

3-5年未満

6カ月-3年未満

◆知ったきっかけ(複数回答）



９．登録者の状況

■6,7月の参加者 13名（6月7名、7月6名）

就労経験の有無性別
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１０．登録者の進捗

参加者数 辞退者

登録面談 13 ー

オリエンテーション 13 ０

アルバイト終了者 ５ ０

アルバイト中 ４ ０

アルバイト待機中 ４ ０

■ 途中辞退者なしの状況（7月18日時点）

※Work First…自立や社会参加の第一歩として、まずは働くことから始めようという考え方

開始前のご本人・支援者から
・「生活リズムが整っていないので、午前中のオリエンテーション参加は、難しい
かもしれない・・・」(支援者）
・「アルバイト情報は家でずっと見ていたが、怖くて応募はできなかった。支援付
きの短期アルバイトなら、できるかもしれないと思った。」(本人）

働くことから始めること（Work First) は、
非常に高いモチベーションになっていると考える



１１．仙台市の協議課等との連携

【Switchと障害者支援課の役割について】

・個別サポート
・支援機関連携

・企業個別サポート
・協議会運営
・企業勧誘

・媒体作成
・説明会開催
・SNS・マスコミ発信

広報

対象者

企業

障害者支援課

・協議会参加（協働）
・他課への協力依頼
・企業周知

・報道対応
・仙台市HP掲載
・企業説明会同席

・情報提供（個別発信）

・支援機関連携周知

Switch役割対象

※実施している項目は赤字



１２．今後の課題

① パートナー企業開拓の課題
・企業参画の難しさ

参加に至らなかった理由：
「短期雇用形態の未整備」「ひきこもり理解不足により現場対応
が難しい」「雇用（賃金支給）としての受入れが難しい」

・多様な求人の必要性
希望条件を満たす求人がないために登録相談で終了となった方

や、3か月先まで待つ参加者もいる

⇒現在のパートナー企業の力を借りながら
(実績提示や見学等）、職場開拓を継続

② 登録希望者勧誘の課題
・個人に届く情報を、継続的に更新しながら、発信を続けていく
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